
　

９
月
８
日
（
金
）
に
平
成
29
年
度
救
急

功
労
者
表
彰
式
が
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、

本
市
消
防
本
部
の
小
山
光
晴
消
防
司
令

が
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
の
選
考
基
準
は
「
救
急
救
命
士

と
し
て
、
15
年
以
上
に
わ
た
り
救
急
業
務

に
精
励
し
、
そ
の
成
績
が
特
に
優
秀
で
、

他
の
模
範
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と

な
っ
て
お
り
、
全
国
で
17
名
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

愛
知
県
で

は
小
山
消

防
司
令
が

受
賞
し
ま

し
た
。

⑧
十
二
支
の
７
番
目

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
頭
に
被
る
も
の
。麦
わ
ら
○
○
○

④
後
ろ
め
た
い
と
こ
ろ
。弱
点

⑥
公
の
機
関
が
一
般
に
広
く
知
ら
せ

る
こ
と

⑦
人
や
乗
り
物
が
そ
の
場
所
に
進
み

入
る
こ
と

⑨
別
れ
道
。二
股
道
。人
生
の
○
○

⑩
夫
の
配
偶
者

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選

で
、田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
日
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見

な
ど
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▼
宛
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　
ケ
イ
ホ
ウ
キ
】

（
応
募
総
数
40
通
中
、正
解
40
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
母
親
と
そ
の
子

②
お
お
よ
そ
15
歳
未
満
の
子
ど
も

③
人
を
超
え
た
存
在
。○
○
も
仏
も
な
い

⑤
巧
み
に
話
す
技
術
。話
し
方
の
技
術

⑥
煮
炊
き
に
用
い
る
器
具
。ガ
ス
○
○
○

⑦
春
夏
秋
冬
の
４
つ
の
季
節
。１
年

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①A

⑥

⑩

D

②

DD

⑦B ⑧

④

C

⑨

③

⑤

　

化
学
薬
品
や
生

物
剤
の
漏
え
い
な

ど
、
活
動
が
困
難

と
な
る
特
殊
災
害

に
備
え
、
東
三
河

地
区
５
市
の
消
防

本
部
と
警
察
署
は
10
月
６
日
、
13
日
、
20

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
豊
橋
市
民
球
場
で

合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
で

は
、
連
携
や
協
力
体
制
の
確
立
を
図
り
、

各
機
関
と
の
連
絡
や
活
動
要
領
を
確
認
し

ま
し
た
。
本
市
消
防
本
部
は
、
傷
病
者
の

搬
送
と
除
染
活
動
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
い
ま
す
。　

▲受賞した小山消防司令

▲特殊な防護服を着用し、
負傷者を搬出

本
市
職
員
が

救
急
功
労
者
表
彰
を
受
賞

大
規
模
特
殊
災
害
訓
練
を

行
い
ま
し
た
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